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北海道内陸部におけるシロエリオオ八ムの記録

筒測美幸'＊・漉谷辰生２

１.帯広畜産大学野生動物管理学研究室．〒O80-8555北海道帯広市稲田町

2.厚岸水鳥観察館．〒O88-1136北海道厚岸郡厚岸町大字大田村字大別２番地３

シロエリオオハムQzzﾉjtzlac城ＺＺは，日本に普通に渡来する冬鳥で（日本鳥学会1974)，

本州以南では冬鳥，北海道でば旅烏である（中村・中村1995)．北海道では夏にも少数がみ

られるが（藤巻1998)，繁殖の有無は不明である．大部分は夏期にロシア極東北部からカナ

ダのハドソン湾にかけての北極海沿岸に渡り，内湾や湖沼の岸で繁殖する（中村・中村

1995)．

本種を含めたアビ科の鳥類は，足が体の後方についており，潜水はきわめて巧みであるが，

地上の歩行は適していないため，地上に上がることはあまりないとされている（高野1994，

樋口ほか1996)．しかしながら，北海道の北広島市と厚岸町の内陸部の道路上におけるシロ

エリオオハムの保謹例があったので報告する．

第１例は,1999年５月11日にて北海道北広島市中の沢の道道790号沿い(42.59Ｎ，141.33E）

で筆者の一人（筒測）が保護した例である．この個体は路側帯にうずくまっていたところを

保護された（図１)．齢･性別は不明で，全体的に夏羽の様相を呈していたが前頚斑だけは黒

色に近く，夏羽の一般的特徴である黒い青色光沢(日本野鳥の会1992）は見られなかった．

この個体は，帯広畜産大学野生動物管理学研究室に収容され，翌日放鳥された．保護された

地点は，最も近い海岸(日本海)から直線距離にして約33kmの石狩低地帯の中央部である(図

２)．周囲の環境は山に囲まれた田園地帯であり，時期的に，北への渡りの途中に内陸部を迷

行し，何らかのアクシデントのために，やむなく地上に降り立ったと考えられる．

第２例の個体は，1999年５月１日にて厚岸町サッテベツ（43.08Ｎ,､144.50E）の道道813号

沿いで保護された．この個体（齢・性別不明．羽色は前者の個体とほぼ同じ）は釧路動物園

に収容され，翌日放鳥された．保護地点は最も近い内湾である厚岸湾まで約8.5km，外洋(太

平洋）まで約20km離れている（図２)．周囲の環境については，記録が残っていないため不明

である．

シロエリオオハムの海上からの迷行例は，北海道において記録がなく，比較的まれな事例

と考えられる．このような内陸部への迷行の原因の１つに，気象条件が考えられる．北広島

で保護される数日前の天気図は，５月７日の午前にロシア沿海州に中心のあった低気圧（７
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Fig.１．AvagrantPacificLooninKita-hirOshima,centralHokkaido，ｏｎＭａｙｌｌ，1999‘

Fig.２．CapturedpointsofPacificLoon
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日午前６時で996hPa）が８日の午前にかけて北海道を通過した（北海道新聞1999年５月７日

夕刊，同８日夕刊）ことを示している．さらに，この個体を保護した５月７日午前９時の北

広島周辺の天候は，雨で気象条件も悪かった．また，厚岸町の場合は，保識される数日前の

天気図では北海道東部に大きな低気圧は見られないが，釧路や根室でこの時期としては珍し

く雪が観測され（４月28日１５時に根室，同日１８時に釧路で観測，北海道新聞1999年４月29日

朝刊)，やはり悪天候であった．以上のことから，保護された２羽のシロエリオオハムは悪天

候に影響されて内陸部まで迷行してきたと考える．
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RecordsofvagrantPacificLoonsininlandareasofHokkaido

MiyukiTsutsubuchi1＊＆TatsuoShibuya2

１．LaboratoryofWildlifeEcology，DepartmentofAgro-EnvironmentalScience，

ObihiroUniversityofAgricultureandVeterinaryMedicine，Inada-cho，

Obihiro-shi，Hokkaido,080-8555,Japan

2．AkkeshiWaterfowlObservatio、Center，２－３０hbetsu，Ohta-mura，Akkeshi-cho，

Akkeshi-gun，Hokkaido088-1136,Japan

lnthispaper，wegivedetailsofthefirstrecordsintheinlandareasofHokkaidoofthe

coastalseabird,thePacificLoonGzzﾉｊｔｚＰａｃ液αz、Twoobservedindividualswere

captured・OnewasfoundontheroadinKita-hirOshima（42.59Ｎ，141.33E）ｏｎＭａｙｌｌ，

1999,andanothervagrantbirdwasfoundinAkkeshi（43.08Ｎ，144.50E）ｏｎＭａｙｌ,1999．

Wethoughtthattheyprobablylosttheirmigrationrouteunderthebadweather，strong

windsandheavyrain

K2y”0沈愈Rzc伽LOC",Gaviapacifica，"ね”α"α,Ｈｂ地域

＊Presentaddress:HokkaidoAkkeshiDistrictForestryCenter，l-26Baika-cho，

Akkeshi-cho,Akkeshi-gun，HokkaidoO88-1115,Japan


